
（１０）�広報� No.667　平成18年6月10日�（３）� No.667　平成18年6月10日�広報�

問�財政課���　 306内�

一般会計の予算執行状況�

地方債（市債）の現在高�特別会計および企業会計�

歳 入 � 歳 出�

～市税の状況�
　　（収入済額）～�

収入済額�（　）内の%は予算現額に対する収入率�
予算現額�

支出済額�（　）内の%は予算現額に対する執行率�
予算現額�

２１５億６,５７６万４千円�

÷７７,３０３人�
（予算現額合計）�

市民一人当たりの�
歳出予算額�

２７万８,９７７円�

１２６億１,６３２万１千円�

÷７７,３０３人�
（平成18年3月31日現在の人口）�（平成18年3月31日現在の人口）�

（市税収入済額合計）�

市民一人当たりの�
市税年間負担額�
１６万３,２０６円�

（単位：千円）�

国民健康保険�

公共下水道事業�

老人保健�

稲荷伊草第二土地�
区画整理事業�

鶴ヶ曽根・二丁目土地�
区画整理事業�

大瀬古新田土地�
区画整理事業�

西袋上馬場土地�
区画整理事業�

八潮南部東一体型特定�
土地区画整理事業�

介護保険�

（単位：千円、％）�

市民一人当たりの歳出予算額内訳�

収入率�収入済額�
予算額�上水道事業 

執行率�支出済額�

収 益 的 収 入�

収 益 的 支 出�

資 本 的 収 入�

資 本 的 支 出� 973,847

市民の皆さんの市税負担と歳出状況（年間）�

822,749 84.5

553,070 550,233 99.5

1,726,120 1,644,627 95.3

1,698,080

2,020,769

1,731,566 102.0

1,729,492 85.6

1,892,560 93.7

2,935,722
2,369,367 80.7

2,758,870 94.0

267,936
93,818 35.0

261,960 97.8

712,851
454,813 63.8

636,641 89.3

309,884
212,229 68.5

256,351 82.7

146,418
48,534 33.1

150,428 102.7

3,459,876
3,118,823 90.1

3,341,383 96.6

4,060,116
3,221,548 79.3

3,144,452 77.4

8,337,781
7,595,527 91.1

7,766,903 93.2

収入率�収入済額�
予算現額�区　　　　　分�

執行率�支出済額�

公共下水道事業�

上水道事業会計（企業会計）�
合　　　　計� 58,870,409

3,285,339

19,732,714

土木債� 14,910,010
特例地方債（減税補てん債等）� 7,625,601
教育債� 3,811,555
民生債� 1,212,680
その他の市債� 1,950,658

大瀬古新田土地区画整理事業� 1,016,160
西袋上馬場土地区画整理事業� 401,732
八潮南部東一体型特定土地区画整理事業� 4,923,960

26,074,566

予算現額合計　215億6,576万4千円�
収入済額合計　209億8,534万8千円�
収 入 率　97.3％�

予算現額合計　215億6,576万4千円�
支出済額合計　201億4,057万3千円�
執 行 率　93.4％�

固定資産税�
市民税�
都市計画税�
市たばこ税�
軽自動車税�

合　計�

67億6,888万2千円�
42億1,690万3千円�
9億4,400万円�
6億2,467万6千円�
6,186万円�

126億1,632万1千円�

（平成18年3月31日現在）�

55,374円�

41,565円� 35,739円�

25,625円� 21,106円�

12,199円� 4,581円�

3,092円�

特別会計�

一般会計� 29,510,504

市　　税�

市　　債�

繰 越 金�

諸 収 入�

地方消費�
税交付金�

地方特例�
交付金�

県支出金�

地　　方�
譲 与 税�

そ の 他�

国 　 庫�
支 出 金�

土 木 費�

民 生 費�

公 債 費�

総 務 費�

教 育 費�

衛 生 費�

商 工 費�

消 防 費�

議 会 費�

そ の 他�11億4,563万5千円（107.2％）�
10億6,841万3千円�

3億6,959万3千円（100％）�
3億6,959万3千円�

4億7,866万9千円（100.6％）�
4億7,600万円�

5億8,441万5千円（83.1％）�
7億364万5千円�

7億7,114万8千円（96.9％）�
7億9,558万9千円�

7億7,583万6千円（93.9％）�
8億2,600万円�

9億2,448万2千円（100％）�
9億2,448万2千円�

17億884万9千円（93.8％）�
18億2,139万2千円�

16億1,040円（72.5％）�
22億2,190万円�

126億1,632万1千円（102.1％）�
123億5,875万円�

2億1,431万2千円（89.6％）�
2億3,906万3千円�

2億4,964万1千円（96.9％）�
2億5,770万3千円�

2億9,781万5千円（84.1％）�
3億5,410万8千円�

9億1,342万8千円（96.9％）�
9億4,299万4千円�

15億5,267万7千円（95.2％）�
16億3,159万円�

17億9,663万3千円（90.7％）�
19億8,085万2千円�

24億5,446万7千円（88.8％）�
27億6,272万1千円�

32億1,031万6千円（99.9％）�
32億1,308万円�

37億5,963万8千円（87.8％）�
42億8,056万8千円�

56億9,164万6千円（96.4％）�
59億308万5千円�

その他には、繰入金、地方交付税、分担金および負担金、使用料および手数料、�
自動車取得税交付金、利子割交付金、財産収入、配当割交付金、交通安全対策�
特別交付金、株式等譲渡所得割交付金、寄附金が含まれます。�

その他には、諸支出金や農林�
水産業費、労働費および予備�
費が含まれます。�

76,363円�

3,333円�
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あ
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八
潮
市
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就
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ン
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②
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悩
ん
だ
ら
ま
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ご
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談
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だ
さ
い
。

お
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待
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て
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ま
す
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　５月２０日、エイトアリーナで、「第３４回高齢者と
障害者のスポーツの祭典」が開催されました。�
　エイトアリーナには、約１２００人の市民の方が集い、
広い体育館は熱気と応援の歓声でいっぱいでした。�
　高齢の方も障害を持った方も玉入れや借り物競争、
パン食い競争などのスポーツを通じて、ふれあいを
楽しみ、また八潮中学校吹奏楽部の演奏やよさこい
ソーランの演舞に拍手を送っていました。�

　５月２１日、八潮市道県人会連絡協議会による「第
１４回八潮ふるさとフェア」が開催され、日差しもま
れな日々が続く中、当日は天候にも恵まれ、たくさ
んの市民の方が来場しました。�
　それぞれ郷土自慢の物産が並べられた店先では、
懐かしい郷土の方言が飛び交い、また、佐渡おけさ
や花笠おどり、民謡などの郷土の芸能も披露され、
来場者は、各地の郷土の香りに浸っていました。�

高齢者と障害者のスポーツの祭典�高齢者と障害者のスポーツの祭典�

魅力再発見！川と路の風景�魅力再発見！川と路の風景� 私たちの住むまちは私たちの手できれいに！�私たちの住むまちは私たちの手できれいに！�

　市民企画運営グループのコムＣｏｍｅでは、川に抱か
れたまち「八潮」の魅力を再発見し、八潮の景観に
ついて市民の方たちと一緒に考えようと、「見て考
える八潮の景観」を企画、５月２８日に皆で見てまわ
りました。�
　参加された皆さんは、普段ではなかなか気づかな
い公園や水辺の景観に、「こんなところが八潮にもあ
ったのか」などと感想を漏らしていました。�

　５月２８日、「第１７回ゴミゼロ運動」が市内全地域
で実施されました。�
　当日の天候は、あいにく小雨ではありましたが、
私たちのまちをきれいにしようと町会・自治会や各
団体の皆さんが、沿道や公園などに捨てられている
ごみを回収しました。�
　回収したごみは、資源ごみ約１．６トン、可燃ごみ約９．５
トン、不燃ごみ約２．４トン、自転車５５１台などでした。�

わがまちの自慢「ふるさとフェア」�わがまちの自慢「ふるさとフェア」�

　市では、毎年２回、上半期（４月～９月）と下半期（１０月～３月）に分けて、そ
の会計年度の財政状況を公表しています。これは、皆さんから税金として納め
ていただいた大切なお金が、どのように使われたのかをお知らせするものです。�
　今回は、平成１８年３月３１日現在の平成１７年度下半期の一般会計、特別会
計、上水道事業会計（企業会計）の予算執行状況のほか、市債（市の借入金）の現
在高などについてお知らせします。�
　なお、平成１７年度の一般会計および特別会計については、平成１８年５月３１
日までの出納整理期間を経て決算額となります。�

　八潮市一般会計における地方債（市債）残高は、295億
1,050万4千円です。市債の残高のうち、最も大きな割合を占
めているのは土木債です。これは、主に、道路、排水路の整
備や区画整理事業の財源として借り入れたものや、つくばエ
クスプレス建設のための出資金や貸付金の財源の一部とし
て借り入れたものです。鶴ヶ曽根体育館（エイトアリーナ）
や学校体育館や図書館・公民館など教育施設の建設をする
ために、借り入れた教育債も大きな割合を占めています。�
　また、特に近年の地方財政の財源不足を補うために、特
例として発行が認められている特例地方債も大きな割合を
占めています。�
　このように、地方債（市債）は、公共施設を整備する場
合など、一時的に多額の費用がかかるときに金融機関など
から借り入れる資金で、これを10年から15年間の長期間に
わたって返済することにより、毎年の財政負担をならし、
世代間の公平な負担を図っていくために使われています。�

　平成17年度の一般会計予算現額は、平成18年3月31日
現在、215億6,576万4千円です。この予算現額に対する
収入済額は、209億8,534万8千円（収入率97．3％）、支出
済額は201億4,057万3千円（執行率９３．４％）となってい
ます。�
　歳入では、皆さんから納めていただいた市税を始
め、市債や国から交付される国庫支出金などが大きな
割合を占めています。�
　歳出では、児童、高齢者や障害のある方などへの支
援にかかる民生費、道路や排水路、公園などの整備に
かかる土木費が大きな割合を占めています。�
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地方債とは･･･�
地方公共団体が資金調達のために負担する債務であって、
その返済が一会計年度を超えて行われるものをいいます。�


